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【研究プロジェクト名および概要】 
 
 私達の研究室では、細菌やウイルスによる感染症について、その仕組を分子レベルで理解し、それにより効

果的な予防法、診断法、治療法へと展開できる知見を得るための基盤研究を推進しています。特に感染の場に

おいて、病原体と宿主細胞それぞれにもたらされるストレス応答機構について、最新の解析技術を駆使して研

究しています。現在主として下記の研究プロジェクトに取り組んでいます。 
 
Ⅰ. 細菌のイオウ代謝と抗酸化防御機構の解明 
Ⅱ. 新規メタロβラクタマーゼ阻害剤 
Ⅲ. 腸管出血性大腸菌毒素（SubAB）の作用機序解析 
Ⅳ． 活性イオウによる自然炎症・感染免疫の制御機構の解明 
Ⅴ. 活性イオウの抗ウイルス作用の解明 
Ⅵ.    ヒト免疫不全ウイルス(HIV-1)の細胞内侵入機構の解析 
Ⅶ． HIV-1 の薬剤耐性獲得機構の解明 
Ⅷ． ヒト内在性ウイルス (HERV) のレトロトランスポゾン機構の解明 
Ⅸ． ヒト T 細胞白血病ウイルス (HTLV-1)のエンベロープタンパク質と受容体との相互作用の解析 
Ⅹ． 高分子抗癌剤に関する研究 
Ⅺ． 薬剤耐性菌の蔓延とその防止に関する研究 
Ⅻ.  活性イオウによる細胞死誘導機構の解明 
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教  授 澤 智裕  sawat@kumamoto-u.ac.jp 研究の統括 
准 教 授 前田 洋助 ymaeda@kumamoto-u.ac.jp Ⅵ,Ⅶ, Ⅸ 
講  師 津々木博康 tsutsuki@kumamoto-u.ac.jp Ⅰ〜Ⅴ 
助  教 小野 勝彦 onokat@kumamoto-u.ac.jp Ⅰ〜Ⅴ 
助  教 門出 和精 monde@kumamoto-u.ac.jp Ⅶ, Ⅷ 
研 究 員 張 田力        tlzhang@kumamoto-u.ac.jp Ⅰ, Ⅲ, Ⅳ, Ⅴ 
研 究 員 Waliul M.D. Islam Ⅹ 
研 究 員 笠松 俊夫  Ⅳ 
技術補佐員 土井 惠利子    microbio@kumamoto-u.ac.jp Ⅳ 
技術補佐員 寺沢 広美 hiromi-t@kumamoto-u.ac.jp Ⅵ,Ⅶ, Ⅸ 
技術補佐員 門出 奈美 chainami@kumamoto-u.ac.jp Ⅶ, Ⅷ 
大学院生（博士課程） Azizur Rahman  Ⅳ 
大学院生（博士課程） 李 小燕 Ⅳ 
大学院生（博士課程） 豊元 柊弥 Ⅱ, Ⅺ 
大学院生（博士課程） Foysal Hossen Ⅴ 
大学院生（博士課程） Nyame Perpetual Ⅶ 
大学院生（博士課程） 山本 景一 Ⅱ, Ⅺ 
大学院生（博士課程） Joyce Appiah-Kubi Ⅶ 
大学院生（博士課程） Md Jakir Hossain Ⅶ 
大学院生（博士課程） Wright Amesimeku Ⅶ 
大学院生（博士課程） 郭 春玉 Ⅳ 
大学院生（博士課程） 鐘 恒 Ⅻ 
大学院生（博士課程 福嶋  理香 Ⅱ, Ⅺ 
大学院生（修士課程） 上釜  綾夏 Ⅱ, Ⅺ 
医学科 宮尾 賢輝 Ⅱ 



【連絡先】 電話: 096-373-5320 (受付) Fax: 096-373-8362 
【ホームページ】https://www.microbio-ku.jp 

【特殊技術・特殊装置】  
 
1. 精密定量・分取 HPLC 装置     6. 抗菌活性測定 
2. 質量分析装置    7. HIV の定量 
3. 細菌遺伝子組換え技術    8. P3 施設を使用した病原ウイルスの取り扱い 
4. 細菌毒素の取り扱い    9. ウイルスの精製 
5. プロテオミクス、タンパク質翻訳後修飾解析       10. 細胞培養 
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